Lingering health-related anxiety about radiation among Fukushima residents as correlated with media information following the accident at Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant by 中山, 千尋 & Nakayama, Chihiro
Fukushima Medical University
福島県立医科大学 学術機関リポジトリ
This document is downloaded at: 2020-01-06T12:31:34Z
Title
Lingering health-related anxiety about radiation among
Fukushima residents as correlated with media information
following the accident at Fukushima Daiichi Nuclear Power
Plant( 内容・審査結果要旨 )
Author(s)中山, 千尋
Citation
Issue Date2019-03-22
URL http://ir.fmu.ac.jp/dspace/handle/123456789/989
Rights
DOI
Text Versionnone

学位論文審査結果報告書 
 
平成 31年 1月 30日 
 
大学院医学研究科長 様 
 
 下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
【審査結果要旨】 
 氏名 中山 千尋 
 
 学位論文題名 Lingering health-related anxiety about radiation among Fukushima 
residents as correlated with media information following the accident at 
Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 
 
 福島第一原発事故以降、福島県民の多くが放射線被ばくによる健康不安を抱えた。空間
線量率が下がり、内部被ばく線量も少ないことが判明した現在でも、県民に不安は残って
いる。本論文は、マスメディア報道やインターネットによる情報等が不安に影響を与えて
いるのではないかとの観点から、それらの関連を明らかにすることを目的に実施された研
究をまとめたものである。 
申請者らは、20～79歳の福島県民を対象に郵送によるアンケート調査を行い、放射線に
よる現在の健康不安のほか、放射線情報について信用する情報源などについて回答を得た。
これをもとに、放射線に関する情報源や利用するメディアの違いによる、不安への影響を
解析した。アンケートの回収率は 46.1％で、最終的に 861人が分析対象となった。分析の
結果、放射線の情報について、「政府省庁信用」と「自治体信用」、「地元民放テレビ利用」
群の不安が有意に低く、「NGO等信用」と「インターネットサイト等利用」群の不安が有
意に高い結果が得られた。 
 原発事故から 7年以上が経過したが、放射線に関する不安とメディア情報との関連を分
析した研究は例がなく、本研究は今後の情報伝達のあり方や情報の受け手のあり方につい
て、意義のある示唆を与えたと考えられる。よって本申請論文は学位授与に値すると判断
された。 
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